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昨
年
に
続
い
て
令
和
3
年
度
の 

「
支
部
総
会
」
を
簡
略
化
し
て
開
催 

  
 
 
 

 
 

 
 

（
一
社
）
東
洋
大
学
校
友
会
埼
玉
県
東
部
支

部
の
令
和
3
（2

0
2
1

）
年
度
総
会
（
校
友
の
集

い
）
は
、
7
月
17
日(

土)

、
17
時
45
分
か
ら
大

宮
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
（JA

C
K

 5

）
の
宇
宙
劇

場
5
階
第
1
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
写

真-

1
～
3
参
照
）。
総
会
は
、
昨
年
か
ら
続
く

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
の
拡
大
が
収
ま

ら
ず
、
感
染
力
の
強
い
デ
ル
タ
株
へ
の
懸
念
が

あ
る
こ
と
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
高
齢

者
だ
け
で
、
未
だ
広
い
年
齢
層
に
行
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
、
ま
た
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

等
に
基
づ
く
協
力
要
請
の
指
定
区
域
の
追
加
や

期
間
延
長
が
発
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
支
部
役
員
15
名
に
限
定
し
て
簡
略
化
し
た

形
式
で
行
い
ま
し
た
（
来
賓
の
ご
招
待
の
取
止

め
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
中
止
・
次
年
度
延
期

と
懇
親
会
の
中
止
）。
総
会
は
、
黒
井
登
起
雄

副
支
部
長
（
昭
和
46
年
院
修
土
木
）
の
司
会
の

も
と
、
次
の
式
次
第
に
従
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し

た
。 

一
部 

総
会
次
第 

 
 
 
 

司
会 

副
支
部
長 
黒
井 

登
起
雄 

 

一
、
開
会
の
辞 

 
 

副
支
部
長 
根
立 

浩
司 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
昭
和
43
年
経
済
） 

 
 
 

黙 

祷 

 
 
 

大
学
歌
斉
唱 

 

二
、
支
部
長
挨
拶 

 

支
部
長 

中
里 

繁
夫 

（
昭
和
50
年
土
木
） 

 

三
、
来
賓
紹
介
・
挨
拶
（
来
賓
な
し
） 

 

四
、
議
長
選
出 

 

五
、
議
事
録
署
名
人
選
出 

 

六
、
議
案 

 
 

第
1
号
議
案 

令
和
2
年
度
会
務
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

副
支
部
長 

沼
口 

伊
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

（
昭
和
49
年
経
営
法
） 

 
 

第
2
号
議
案 

令
和
2
年
度
決
算
報
告 

 
 
 

副
支
部
長
（
会
計
担
当
） 

橋
北 

克
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
昭
和
55
年
商
学
） 

 
 
 
 
 

監
査
報
告 
 

監
事 

関 

日
出
雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
昭
和
45
年
国
文
） 

 
 

第
3
号
議
案 

令
和
3
年
度
事
業
計
画
(案) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

副
支
部
長 

沼
口 

伊
一 

 
 

第
4
号
議
案 

令
和
3
年
度
予
算
(案) 

 

七
、
そ
の
他 

役
員
紹
介 

 
 
 
 

 
 

理
事
（
事
業
部
長
）
渡
部 

俊
彦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
昭
和
40
年
経
営
） 

 

八
、
閉
会
の
辞 

 

副
支
部
長 

黒
井
登
起
雄 

  

根
立 

浩
司
副
支
部
長
の
開
会
の
辞
に
続
い

て
、
中
里 

繁
夫
支
部
長
の
挨
拶
、
清
宮 

邦
雄

前
支
部
長
（
相
談
役
、
昭
和
41
年
国
文
）
の
挨

拶
と
続
き
、
審
議
に
入
り
ま
し
た
。
審
議
は
、

議
長
に
中
里
繁
夫
支
部
長
を
、
ま
た
、
議
事
録

署
名
人
に
中
山 

貴
史
（
平
成
元
年
応
用
社

会
）
と
、
橋
北
克
子
の
両
副
支
部
長
を
選
出
し

て
開
始
し
ま
し
た
。
第
1
号
、
第
2
号
議
案
の

令
和
2
年
度
の
報
告
、
お
よ
び
、
第
3
号
の
事

業
計
画(

案)

（
図-

1
参
照
）
と
第
4
号
の
予
算

(

案)

の
説
明
の
後
、
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
異

議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
中
で
、
今

年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
今
秋
10
月
頃
の

「
支
部
女
性
校
友
の
集
い
」、
10
月
25
日(

月)

の

「
親
睦
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
」
の
実
施

予
定
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
5
月
22

日
開
催
の
「2

0
2
1

年
度
代
議
員
会
」
の
有
効
性

な
ど
（
書
面
審
議
、
書
面
ま
た
は
電
磁
的
方
法

に
よ
る
議
決
権
行
使
に
よ
る
『
み
な
し
決
議
』

の
有
効
性
）
の
第
10
回
理
事
会
（
7
月
10
日
）

に
お
け
る
審
議
状
況
つ
い
て
も
、
理
事
の
伊
藤

祐
二
氏
（
昭
和
51
年
経
営
法
、
当
支
部
選
出
の

本
部
理
事
）
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
支
部

総
会
は
、
お
お
よ
そ
80 

分
で
終
了
し
、
散
会

 

こ
の
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」《
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
電
子
版
》
は
、
校
友
会
埼
玉

県
東
部
支
部
の
最
新
の
活
動
状
況
、

企
画
案
内
、
会
員
の
動
向
な
ど
の
情

報
を
、
支
部
会
員
の
皆
様
に
年
数
回
、

不
定
期
で
お
届
け
す
る
も
の
で
す
。 

 

速
報
内
容
は
、
支
部
役
員
お
よ
び

会
員
の
皆
様
か
ら
頂
戴
し
た
情
報
を

写
真
と
と
も
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
版
は
、
画
像
電

子
版
と
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
の

で
、
東
洋
大
学
校
友
会
HP
の
支
部
ブ

ロ
グ
に
も
掲
載
す
る
こ
と
を
基
本
に

し
て
い
ま
す
。
支
部
のE

-M
ail

登
録

会
員
の
皆
様
に
も
配
信
し
ま
す
。
奮

っ
て
お
読
み
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

  
 

 

支
部
広
報
担
当
（
副
支
部
長
） 

黒
井 

登
起
雄 
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写真-1 令和 3 年度支部総会（議長；中里 繁夫支部長） 

 

写真-2 令和 3 年度支部総会                

（簡略化して開催、出席者集合写真）  

 
写真-3 令和 3 年度支部総会（議題報告・審議の状況） 
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と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
議
案
の
詳
細
内
容

は
、
支
部
会
報
「
彩
の
国
さ
い
た
ま 

」
第
18

号
（
令
和
4
年
に
発
行
を
予
定
）
で
掲
載
し
、

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
写
真
編
集
・
文
責
：
黒
井
登
起
雄
） 

   

支
部
の
『
代
議
員
定
数
（
枠
）』
が 

確
定
！ 

  

（
一
社
）
東
洋
大
学
校
友
会
は
、
卒
業
生
を

代
表
す
る
組
織
と
し
て
「
透
明
性
を
担
保
す

る
」
た
め
、
各
支
部
の
「
代
議
員
」
選
出
に

「
選
挙
制
度
」
を
導
入
す
る
こ
と
を
定
款
に
規

程
致
し
ま
し
た
*1
。
代
議
員
選
出
の
詳
細
事
項

は
、
校
友
会
の
「
代
議
員
選
出
規
程
」「
選
挙

管
理
委
員
会
規
程
」
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
3
（2

0
2
1

）
年
11
月
に
は
、
校
友
会

で
初
め
て
の
『
代
議
員
選
挙
（
支
部
別
代

議
員
定
数
）』
が
告
示
さ
れ
る
予
定
*2
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
校
友
会
本
部
か
ら
各
支

部
の
「
選
出
す
べ
き
代
議
員
数
（
枠
）」

*3
が
、
こ
の
度
、
図-

2
の
よ
う
に
示
さ

れ
ま
し
た
。
埼
玉
県
東
部
支
部
の
代
議
員

定
数
は
、
15
名
と
な
っ
て
い
ま
す
（
現
在

の
定
数
：
8
名
）。
11
月
の
『
代
議
員
選

挙
』
に
向
け
て
は
、
支
部
の
新
し
い
代
議

員
選
出
へ
の
取
り
組
み
方
針
な
ど
を
9
月

の
支
部
役
員
会
で
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
（
中
里
繁
夫
支
部
長
の
方
針
）。 

 

支
部
所
属
の
正
会
員
（
校
友
会
費
納
入

者
で
、
正
会
員
登
録
し
た
者
）
は
、
支

部
選
出
の
代
議
員
候
補
者
に
、
誰
で
も

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
選
出

選
挙
に
お
け
る
投
票
権
も
持
ち
合
わ
せ

て
い
ま
す
。「
代
議
員
」
選
出
に
お
け

る
『
透
明
性
担
保
』
は
、
非
常
に
重
要

で
す
が
、
同
時
に
、
代
議
員
が
『
支
部

活
動
へ
の
情
熱
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

こ
と
』、
代
議
員
が
『
幅
広
い
年
齢
層

で
構
成
さ
れ
る
こ
と
』、
代
議
員
が

『
IT
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
メ
ー
ル
な

ど
）
の
活
用
に
精
力
的
に
取
り
組
め
る

会
員
で
あ
る
こ
と
』
な
ど
も
こ
れ
か
ら

の
校
友
会
活
動
で
重
要
に
な
り
ま
す
。

当
支
部
で
は
、
支
部
会
議
、
会
員
間
の

情
報
交
換
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
（Z

o
o
m

会
議
の
適
宜
導
入
も
含
め
て
）
進
め
な

が
ら
、
IT
活
用
の
積
極
的
な
取
組
み
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
埼
玉
県
東
部
支
部

は
、
表-

1
に
示
す
よ
う
に
、
東
中
南 

北
の
4
地
区
に
分
割
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

に
居
住
（
ま
た
は

在
勤
）
の
二
〇
歳

代
か
ら
七
〇
歳
・

八
〇
歳
の
卒
業
生

（
会
員
）
の
皆
様

の
「
正
会
員
へ
の

登
録
」
と
支
部
活

動
へ
の
参
加
お
よ

び
代
議
員
へ
の
立

候
補
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
IT

活
用
が
苦
手
な
会
員
の
皆
様
へ
の
サ
ポ
ー
ト
も

行
い
ま
す
の
で
、
不
得
手
な
会
員
の
皆
様
も
精

力
的
に
お
取
組
み
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

 

（
画
像
編
集
・
文
責
：
黒
井
登
起
雄
） 

 
*

1
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
電
子 

版
）
第
6
号
（2

0
2

1
.6

.2
8

） 
*

2 

校
友
会
ジ
ャ
ー
ナ
ル 

N
o

.2
7

3

（2
0
2
1

.7

） 

*

3 

令
和
元
（2

0
1

9

）
年
、
令
和
2
（2

0
2
0

） 

年
、
令
和
3
（2

0
2

1

）
年
の
3
年
間
（
4
月

1
日
現
在
）
の
平
均
値
で
算
出
。 

 
 

 

支
部
会
員
お
よ
び
役
員
の 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
を
‼ 

  

埼
玉
県
東
部
支
部
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
校
友
会

の
『
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
（
メ
ル
マ
ガ
）
登
録
』
の
推

進
を
支
部
ブ
ロ
グ
お
よ
び
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
電
子

版
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
。
支
部
に
お
い
て

も
、
会
員
の
皆
様
に
メ
ー
ル
に
よ
っ
て
支
部
情
報
を

お
伝
え
し
た
く
準
備
し
て
い
ま
す
。
支
部
情
報
を
希

望
す
る
会
員
の
皆
様
は
、
支
部
事
務
局
長
（
中
山
貴

史
氏
）
ま
で
、『
支
部
情
報
を
希
望
す
る
』
の
メ
ー
ル

送
信
を
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
事
務
局
か
ら
の
登
録

会
員
へ
の
メ
ー
ル
は
、『B

cc

』
送
信
（
図-

3
参
照
）

で
行
い
ま
す
の
で
、
個
人
情
報
が
保
護
さ
れ
ま
す
。 

 

図-1 令和 3 年度事業計画 

表-1 校友会 埼玉県東部支部の地区割表 

 

地 区 市 町 名

東地区
草加市、八潮市、三郷市、越谷市、

春日部市、吉川市、幸手市、松伏

町、宮代町、杉戸町

中地区
上尾市、桶川市、北本市、鴻巣市、

蓮田市、久喜市、白岡市、伊奈町

南地区
さいたま市、川口市、蕨市、戸田

市

北地区
行田市、熊谷市、深谷市、羽生市、

加須市

 

図-2 代議員選挙〔支部別代議員定数〕，校友会ジャーナル№273 より 

ブロック
支部名

代議員定

数(人)

正会員数

（人）

関 東

（113名）

茨 城
8

379

栃 木
5

264

群 馬
5

230

埼玉東
15

747

埼玉西
12

618

千 葉
16

812

城 東
6

302

城 西
5

268

城 南
5

237

城 北
12

623

三多摩
10

486

神奈川
14

690

総 数
221

1024
0

 
 図-3 E-Mail における「Bcc」送信の方法 

【支部事務局長（中山 貴史氏）のメールアドレス】 

nakayama-takafumi@asanuma.co.jp 


